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私
学
事
業
団
で
は
、「
平
成
26
年
度
学
校

法
人
等
基
礎
調
査
」
を
基
に
25
年
度
決
算

デ
ー
タ
を
集
計
し
た
、
26
年
度
版
『
今
日
の

私
学
財
政
（
幼
稚
園
・
特
別
支
援
学
校
編
）』

と
『
今
日
の
私
学
財
政
（
専
修
学
校
・
各
種

学
校
編
）』
を
８
月
に
刊
行
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、『
今
日
の
私
学
財
政（
幼
稚
園
・

特
別
支
援
学
校
編
）』
よ
り
、
幼
稚
園
の
財

務
状
況
の
概
略
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

園
児
数
・
幼
稚
園
数
と
も
に
減
少

　

文
部
科
学
省
の
学
校
基
本
調
査
に
よ
る
と

私
立
・
国
立
・
公
立
を
合
わ
せ
た
25
年
度
の

園
児
数
は
、
21
年
度
の
１
６
３
万
人
か
ら
１

５
８
万
４
０
０
０
人
と
な
り
４
・
６
万
人
減

少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園
数
に
つ
い

て
も
、
21
年
度
の
１
万
３
５
１
６
園
か
ら
１

万
３
０
４
３
園
と
な
り
４
７
３
園
減
少
し
て

お
り
、
少
子
化
に
よ
る
厳
し
い
状
況
は
依
然

と
し
て
続
い
て
い
ま
す
（
表
１
）。

幼
稚
園
法
人
の
約
３
割
は

 

帰
属
収
支
差
額
が
マ
イ
ナ
ス

１　

消
費
収
支
状
況

　

１
法
人
当
た
り
の
平
均
額
で
表
し
た
消
費

収
支
計
算
書
で
、
21
年
度
と
25
年
度
を
比
較

す
る
と
、
収
入
の
部
で
は
、
学
生
生
徒
等
納

付
金
が
２
０
７
万
円
増
加
、
補
助
金
も
１
０

６
２
万
円
増
加
し
、
帰
属
収
入
は
１
５
１
０

万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。
支
出
の
部
で
は
、

人
件
費
が
７
２
４
万
円
増
加
、
経
費
も
５
８

９
万
円
増
加
し
、
消
費
支
出
は
１
３
１
９
万

円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

人
件
費
・
経
費
の
増
加
合
計
額
に
対
し
て
、

帰
属
収
入
の
増
加
額
の
方
が
上
回
る
状
況
と

な
っ
た
た
め
、
帰
属
収
支
差
額
（
帰
属
収
入

－

消
費
支
出
）
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
25
年
度
に
帰
属
収
支
差
額
が
マ
イ

ナ
ス
の
幼
稚
園
法
人
数
は
１
７
２
２
法
人

で
、集
計
法
人
の
約
３
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

経
営
状
況
の
目
安
と
な
る
帰
属
収
支
差
額
を

プ
ラ
ス
へ
移
行
さ
せ
る
方
策
を
検
討
し
て
実

行
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
い
え
ま

す
（
表
２
・
３
）。

２　

財
政
状
態

　

１
法
人
当
た
り
の
平
均
額
で
表
し
た
貸
借

対
照
表
で
、
21
年
度
と
25
年
度
を
比
較
す
る

と
、
資
産
の
部
で
は
有
形
固
定
資
産
が
３
１

６
５
万
円
、
そ
の
他
の
固
定
資
産
が
５
５
１

万
円
、
流
動
資
産
が
２
２
４
２
万
円
そ
れ
ぞ

れ
増
加
し
て
お
り
、
現
金
預
金
の
増
加
も
含

め
、
資
産
の
部
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

構
成
比
率
を
み
る
と
有
形
固
定
資
産
が

１
・
３
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
64
・
８
％
と
な
っ

て
お
り
、
施
設
・
設
備
投
資
を
控
え
、
資
金

を
引
当
特
定
資
産
や
現
金
預
金
と
し
て
内
部

留
保
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

負
債
・
基
本
金
・
消
費
収
支
差
額
の
部
で

は
、
固
定
負
債
及
び
流
動
負
債
の
金
額
は
増

加
し
ま
し
た
が
、
資
産
の
部
合
計
が
増
加
し

た
た
め
、
固
定
負
債
及
び
流
動
負
債
の
構
成

比
率
は
減
少
し
て
い
ま
す
（
表
４
）。

私
立
幼
稚
園
の
財
務
状
況
《
平
成
25
年
度
決
算
集
計
》

表１　園児数と幼稚園数 （単位：人、園）

区　　分 21年度 25年度 差引

園 児 数 1,630,336 1,583,610 △46,726 

　 私 立 1,318,006 1,303,661 △14,345 

　 国 立 6,315 5,785 △530 

　 公 立 306,015 274,164 △31,851 

幼稚園数 13,516 13,043 △473 

　 私 立 8,261 8,177 △84 

　 国 立 49 49 0 

　 公 立 5,206 4,817 △389 
※文部科学省学校基本調査より

表２　消費収支計算書（１法人当たりの平均額） （単位：千円）

区　　　　　分 21年度 25年度 差引金額 構成比率 金額 構成比率

収
入
の
部

学生生徒等納付金 65,922 48.5% 67,994 45.1% 2,072 
補　　助　　金 45,569 33.6% 56,191 37.2% 10,622 
そ　　の　　他 24,320 17.9% 26,727 17.7% 2,407 
帰　属　収　入 135,811 100.0% 150,912 100.0% 15,101 
基 本 金 組 入 額 △14,728 △10.8% △16,188 △10.7% △1,460
消　費　収　入 121,083 89.2% 134,724 89.3% 13,641 

支
出
の
部

人　　件　　費 78,809 58.0% 86,053 57.0% 7,244 
経　　　　　　費 43,759 32.2% 49,652 32.9% 5,893 
そ　　の　　他 2,230 1.6% 2,386 1.6% 156 
消　費　支　出 124,898 92.0% 138,091 91.5% 13,193 

帰 属 収 支 差 額 10,913 8.0% 12,822 8.5% 1,909 
消 費 収 支 差 額 △3,815 △2.8% △3,367 △2.2% 448 

表４　貸借対照表（１法人当たりの平均額） （単位：千円）

区　　　　　分 21年度 25年度 差引金額 構成比率 金額 構成比率

資
産
の
部

有 形 固 定 資 産 357,320 66.1% 388,965 64.8% 31,645 
その他の固定資産 73,007 13.5% 78,521 13.1% 5,514 
流　動　資　産 109,967 20.4% 132,387 22.1% 22,420 
（うち現金預金）（97,416）（18.0%）（117,193）（19.5%）（19,777）
合　　　　　計 540,294 100.0% 599,873 100.0% 59,579

消
費
収
支
差
額
の
部

負
債･

基
本
金･

固　定　負　債 35,275 6.5% 37,728 6.3% 2,453 
流　動　負　債 21,563 4.0% 23,457 3.9% 1,894 
基　　本　　金 496,521 91.9% 552,246 92.1% 55,725 
消 費 収 支 差 額 △13,065 △2.4% △13,558 △2.3% △493 
負債・基本金・消費
収支差額の部合計 540,294 100.0% 599,873 100.0% 59,579

表３　帰属収支差額がマイナスの法人数

年度 集計法人数
（A）

帰属収支差額が
マイナスの法人

法人数（B）割合（B/A） 
法人 法人 %

21 5,000 1,590 31.8 

22 5,019 1,661 33.1 

23 5,042 1,667 33.1 

24 5,086 1,600 31.5 

25 5,068 1,722 34.0 
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主
要
財
務
比
率
で
財
務
分
析
を
！

　

幼
稚
園
部
門
に
つ
い
て
、
消
費
収
支
計
算

書
関
係
比
率
（
加
重
平
均
値
）
の
中
か
ら
、

収
入
の
構
成
割
合
を
見
る
た
め
の
学
生
生
徒

等
納
付
金
比
率
、
補
助
金
比
率
、
支
出
の
構

成
割
合
を
見
る
た
め
の
人
件
費
比
率
、
教
育

研
究
（
管
理
）
経
費
比
率
、
収
入
と
支
出
の

バ
ラ
ン
ス
を
見
る
た
め
の
人
件
費
依
存
率
、

学
校
法
人
等
の
経
営
状
況
を
見
る
た
め
の
帰

属
収
支
差
額
比
率
を
都
道
府
県
ご
と
に
ま
と

め
ま
し
た
（
表
５
）。

　

各
財
務
比
率
の
見
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
『
今

日
の
私
学
財
政
』に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

併
せ
て
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
財
務
比
率
だ
け
で
財
政
や
経
営

を
判
断
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各

学
校
法
人
等
に
お
い
て
、
今
後
の
経
営
改
善

を
進
め
る
際
の
参
考
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

　

毎
年
、
各
都
道
府
県
を
通
じ
て
「
学
校
法

人
等
基
礎
調
査
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー　

私
学
情
報
室

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
８
４
６
〜
７
８
４
８

Ｅ
メ
ー
ル　

center@
shigaku.go.jp

表５　都道府県別財務比率一覧（幼稚園部門）

区　分 部　門　数 学 生 生 徒 等
納 付 金 比 率 補 助 金 比 率 人 件 費 比 率 人 件 費 依 存 率 教育研究（管理）

経　費　比　率 帰属収支差額比率

21年度 25年度 21年度 25年度 21年度 25年度 21年度 25年度 21年度 25年度 21年度 25年度 21年度 25年度
園 園 % % % % % % % % % % % %

北海道 459 454 51.1 50.1 37.8 38.7 63.2 62.8 123.7 125.3 30.8 31.2 4.2 4.6 
青　森 108 108 48.6 45.8 37.8 36.7 67.0 68.6 138.0 149.9 33.0 35.4 △1.1 △5.1 
岩　手 82 81 41.3 38.4 38.3 45.2 62.5 55.4 151.3 144.0 32.4 33.8 3.9 10.1 
宮　城 149 149 50.7 44.6 34.4 41.3 57.9 54.2 114.2 121.6 33.5 34.0 7.6 11.3 
秋　田 57 62 46.2 44.2 35.2 39.1 60.6 61.7 131.2 139.6 32.6 37.7 5.7 △0.1 
山　形 81 82 39.3 35.0 42.3 47.1 63.3 61.3 161.1 175.3 31.7 32.5 4.3 4.9 
福　島 131 117 42.2 36.7 40.2 45.1 62.4 54.6 148.0 148.6 32.2 34.4 3.8 9.7 
茨　城 189 185 38.2 34.5 43.2 47.9 59.6 55.1 156.1 159.9 33.5 30.7 5.5 12.5 
栃　木 180 178 52.7 49.7 38.4 39.6 61.4 59.9 116.4 120.4 29.0 31.4 7.1 6.0 
群　馬 96 118 46.5 47.1 41.6 40.5 60.9 63.1 130.8 133.9 30.4 34.5 7.6 1.5 
埼　玉 513 519 51.8 50.3 28.6 30.9 56.8 56.1 109.8 111.6 32.3 35.1 9.4 7.5 
千　葉 397 394 52.9 51.5 32.1 33.1 55.8 58.4 105.6 113.4 29.2 31.0 14.1 8.9 
東　京 452 505 53.7 53.5 27.8 29.7 56.7 57.1 105.6 106.7 28.1 29.7 13.2 11.2 
神奈川 514 524 59.7 57.7 24.9 25.5 57.0 57.9 95.5 100.4 29.3 31.0 12.0 9.7 
新　潟 105 103 42.3 38.7 43.6 49.6 63.1 58.1 149.3 150.2 30.2 33.8 6.1 6.5 
富　山 50 51 44.5 44.0 39.4 40.8 54.4 56.0 122.4 127.4 40.6 45.1 4.3 △4.1 
石　川 65 58 48.4 48.3 42.4 44.3 63.6 60.7 131.2 125.6 30.2 30.8 0.4 7.9 
福　井 30 30 44.6 42.8 41.4 41.1 58.2 54.7 130.6 127.6 30.3 30.4 10.9 14.7 
山　梨 59 59 49.7 42.8 36.9 40.8 63.6 63.0 127.9 147.2 33.3 34.5 2.4 1.5 
長　野 98 88 50.6 46.4 36.4 40.2 64.0 63.5 126.4 136.9 29.2 33.4 4.1 2.2 
岐　阜 95 98 54.8 53.4 31.5 30.2 58.9 59.5 107.4 111.3 33.6 34.6 5.1 5.2 
静　岡 220 212 45.8 43.6 40.1 41.1 59.0 58.5 128.8 134.0 31.9 32.1 6.8 8.6 
愛　知 404 409 39.8 40.1 43.9 44.4 57.8 59.6 145.2 148.5 31.1 32.9 10.0 6.6 
三　重 55 57 55.2 54.4 32.1 33.3 61.5 59.6 111.3 109.6 31.4 43.9 6.4 △7.3 
滋　賀 23 27 40.3 34.4 49.4 53.2 64.3 64.7 159.6 187.7 30.5 29.7 4.8 4.9 
京　都 140 145 44.4 44.1 39.0 40.1 59.8 60.9 134.6 137.9 32.8 35.1 6.3 3.0 
大　阪 327 395 42.1 40.9 40.3 40.7 56.8 55.9 135.1 136.8 35.8 35.4 6.1 7.4 
兵　庫 201 201 49.1 46.6 33.3 35.5 55.3 55.0 112.6 118.0 31.3 34.9 11.7 7.9 
奈　良 39 41 49.7 49.5 32.4 32.2 61.8 63.4 124.4 128.0 37.4 45.7 0.4 △9.4 
和歌山 40 40 38.3 37.8 45.7 46.6 65.4 65.9 170.8 174.3 30.7 31.0 3.4 0.4 
鳥　取 28 23 48.9 45.9 39.6 40.6 63.0 66.2 128.9 144.1 28.1 30.9 7.4 1.6 
島　根 11 10 54.6 49.2 34.7 38.2 68.2 66.7 125.1 135.7 38.6 46.5 △9.4 △15.6 
岡　山 31 35 37.3 38.9 41.1 42.0 64.0 64.0 171.7 164.4 25.7 30.8 9.9 4.9 
広　島 172 167 44.2 40.9 41.7 45.1 54.2 50.2 122.6 122.9 37.4 39.3 6.8 9.3 
山　口 119 106 33.9 32.1 50.1 53.9 59.9 63.2 177.1 197.0 30.7 32.2 8.9 3.9 
徳　島 10 10 54.8 51.5 27.1 33.5 66.0 59.4 120.3 115.2 34.9 32.0 △1.9 7.6 
香　川 33 34 50.6 46.7 35.1 37.9 61.8 57.0 122.1 121.9 29.2 30.6 8.4 11.8 
愛　媛 83 82 44.7 47.0 34.3 36.9 58.2 58.5 130.3 124.5 27.5 29.7 11.7 9.6 
高　知 30 29 42.2 40.4 43.7 45.1 64.7 64.1 153.5 158.5 28.9 31.2 5.1 4.1 
福　岡 334 338 51.8 49.6 34.6 34.4 56.1 52.9 108.4 106.5 31.8 31.5 10.7 14.2 
佐　賀 81 84 47.1 45.4 38.6 39.6 59.6 52.0 126.6 114.5 32.0 31.0 7.9 15.7 
長　崎 121 120 48.8 46.9 34.0 37.3 62.0 57.5 127.1 122.7 30.8 32.3 6.1 8.7 
熊　本 108 107 37.8 33.4 53.8 57.3 65.7 62.2 174.0 185.9 26.7 27.7 7.2 9.1 
大　分 63 60 40.8 38.2 45.9 48.3 59.0 57.0 144.8 149.2 31.0 35.2 9.0 6.4 
宮　崎 113 112 36.6 32.6 48.3 52.4 63.5 58.5 173.6 179.3 30.8 30.5 3.8 10.1 
鹿児島 140 139 38.8 32.7 49.4 53.0 60.1 55.6 154.9 169.7 34.5 32.6 4.8 11.4 
沖　縄 21 30 48.1 47.8 36.9 35.8 53.6 53.2 111.3 111.3 34.6 32.4 11.7 14.1 
全国平均 6,857 6,976 48.8 47.0 35.3 37.1 58.4 57.7 119.7 122.7 31.3 32.8 8.8 8.0 
（注）部門数は学校法人が設置する幼稚園数である。また、部門数の全国平均部分は合計数である。
（参考）学生生徒等納付金比率：学生生徒等納付金／帰属収入　　人件費依存率：人件費／学生生徒等納付金
　　　補助金比率：補助金／帰属収入　　　　　　　　　　　　教育研究（管理）経費比率：（教育研究経費＋管理経費）／帰属収入　又は経費／帰属収入
　　　人件費比率：人件費／帰属収入　　　　　　　　　　　　帰属収支差額比率：帰属収支差額（帰属収入－消費支出）／帰属収入
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南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
地
震
な

ど
、
日
本
で
は
、
地
震
は
ど
の
地
域
に
お
い

て
も
、
近
い
将
来
に
高
い
確
率
で
起
こ
り
う

る
災
害
で
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
事
業
継

続
計
画
（Business Continuity Plan
公

的
組
織
で
は
業
務
継
続
計
画
。
以
下
「
Ｂ
Ｃ

Ｐ
」
と
い
う
。）
を
策
定
し
、
適
切
に
運
用

す
る
こ
と
が
、
業
種
を
問
わ
ず
多
く
の
組
織

に
と
っ
て
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
、
地
震
等
の
自
然
災
害
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
症
、テ
ロ
等
、

様
々
な
危
機
事
象
が
発
生
し
、
組
織
に
甚
大

な
被
害
が
出
た
場
合
、
ど
の
業
務
を
優
先
し

て
復
旧
・
実
施
す
る
の
か
、
そ
の
方
針
、
体

制
、手
順
等
を
示
し
た
計
画
の
こ
と
で
あ
り
、

内
閣
府
が
「
事
業
継
続
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

示
し
、
各
都
道
府
県
や
自
治
体
も
事
業
主
が

策
定
す
る
こ
と
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
状
況
は
、
大
企
業
で
は
約

54
％
、
中
堅
企
業
で
は
約
25
％
（
平
成
25
年

度
内
閣
府
調
査
）、
都
道
府
県
は
60
％
、
市

町
村
は
13
％
（
平
成
27
年
版
防
災
白
書
）
で

あ
る
の
に
対
し
、
私
立
学
校
で
は
、
大
学
法

人
３
・
５
％
、
短
期
大
学
法
人
０
・
０
％
（
平

成
25
度 

私
学
事
業
団
調
査
『「
学
校
法
人
の

経
営
改
善
方
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
報

告　

大
学
・
短
期
大
学
法
人
編
』）
で
し
た
。

企
業
等
に
比
べ
策
定
し
て
い
る
学
校
法
人
等

が
非
常
に
少
な
く
、
今
後
、
多
く
の
学
校
法

人
等
に
と
っ
て
検
討
す
べ
き
課
題
の
一
つ
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
多
様
な
危
機
事
象
を
想
定
し

て
充
実
さ
せ
て
い
く
も
の
で
す
が
、
今
回
は

日
本
に
お
い
て
高
い
確
率
で
発
生
す
る
地
震

災
害
を
想
定
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
の
ポ
イ
ン

ト
を
学
校
、
自
治
体
な
ど
複
数
の
組
織
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
、

地
震
災
害
に
対
応
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
考

察
し
ま
す
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
に
つ
い
て

　

は
じ
め
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
に
つ
い
て
、

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
の
丸
谷
浩

明
教
授
（
内
閣
府 

事
業
継
続
計
画
策
定
・

促
進
方
策
に
関
す
る
検
討
会
委
員
）
か
ら
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
時
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
お
聞

き
か
せ
く
だ
さ
い

　

地
震
発
生
後
、
被
害
で
業
務
レ
ベ
ル
が
大

き
く
低
下
し
て
い
る
中
で
、
新
た
に
発
生
す

る
災
害
対
応
業
務
を
行
い
つ
つ
、
重
要
業
務

を
優
先
し
て
復
旧
・
実
施
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
た
め
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
重
要
業
務
の
絞
り
込
み
が
大
切
で
す
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
で
は
、
各
重
要
業
務
の
復
旧
や
開

始
に
つ
い
て
、
維
持
す
べ
き
サ
ー
ビ
ス
の
範

囲
や
水
準
、
時
間
の
「
許
容
限
界
」
を
認
識

し
、
そ
の
達
成
の
た
め
の
「
目
標
復
旧
時
間
」

を
持
ち
、
そ
れ
を
達
成
で
き
る
対
応
計
画
を

策
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
概

念
を
表
し
た
も
の
が
左
の
図
で
す
。

　

こ
の
概
念
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
次
の

三
つ
の
計
画
が
軸
と
な
り
ま
す
。

Ⅰ 

災
害
等
の
事
象
発
生
後
の
対
応
計
画

Ⅱ 

被
害
を
抑
制
し
、
事
象
発
生
後
の
対
応

を
行
い
や
す
く
す
る
た
め
の
事
前
対
策
計
画

Ⅲ 

教
育
・
訓
練
、
維
持
・
改
善
の
計
画

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
学
校
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を

策
定
す
る
際
に
意
識
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
、

前
述
の
「
Ⅰ 

災
害
等
の
事
象
発
生
後
の
対

応
計
画
」
が
ま
ず
重
要
で
、
事
象
発
生
後
の

初
動
に
お
い
て
は
、

①
学
生
、
教
職
員
の
安
否
確
認

② 

二
次
災
害
の
防
止
に
よ
り
学
校
の
人
員
・

資
産
を
守
る
こ
と

③
適
時
的
確
な
情
報
の
収
集
と
発
信

④
地
域
と
の
連
携

が
中
心
と
な
り
ま
す
。
こ
の
計
画
で
は
、
発

災
後
１
か
月
程
度
の
期
間
想
定
が
必
要
で
す

が
、
初
動
の
動
き
は
明
確
に
決
め
る
一
方
、

そ
れ
以
降
は
徐
々
に
、
大
枠
は
決
め
る
が
被

害
を
み
て
判
断
す
る
よ
う
に
し
、
選
択
肢
を

決
め
て
お
く
の
が
実
践
的
で
す
。
①
の
安
否

確
認
に
つ
い
て
は
、
人
命
を
預
か
る
安
全
管

理
責
任
が
学
校
に
は
強
く
求
め
ら
れ
て
お

り
、
教
育
機
関
と
し
て
の
信
頼
性
に
関
わ
る

部
分
で
す
の
で
特
に
重
要
視
す
べ
き
点
で
す
。

　

ま
た
、
①
〜
④
の
後
、「
早
期
に
授
業
を

再
開
す
る
」
こ
と
が
平
常
時
の
業
務
を
継
続

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
、
入
試
、

入
学
、
卒
業
等
と
い
っ
た
季
節
的
な
業
務
も

比
較
的
多
い
た
め
、
こ
れ
ら
が
直
前
に
迫
っ

た
時
期
に
事
象
が
発
生
し
た
場
合
の
的
確
な

対
応
の
検
討
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
学
校
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は

学
校
の
管
理
・
運
営
に
大
き
く
影
響
す
る
も

の
で
あ
り
、
業
務
継
続
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

問
わ
れ
ま
す
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
わ
る
重
要

事
項
で
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す
る
際
の
手
順
や
有
効
に
機

能
さ
せ
る
た
め
の
注
意
点
に
つ
い
て
お
聞
き

か
せ
く
だ
さ
い

　

実
際
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
一
か
ら
策
定
す
る
場

合
に
は
、
選
定
し
た
重
要
業
務
の
継
続
に
必

要
な
資
源
の
確
保
方
法
を
中
心
に
検
討
し
、

そ
こ
か
ら
一
つ
一
つ
の
対
策
、
対
応
に
落
と
し

込
ん
で
い
く
作
業
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
地

震
を
想
定
し
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
を
進
め
る
と
、

そ
れ
が
土
台
と
な
り
、
た
と
え
ば
水
害
な
ど

国
立
大
学
法
人　
　
　

東
北
大
学

学
校
法
人
関
西
大
学　

関
西
大
学

学
校
法
人
甲
南
学
園　

甲
南
大
学

地
震
災
害
に
対
応
し
た

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
考
え
る

学
校
訪
問
記
〜
未
来
に
向
か
っ
て
〜　

第
４
回

シ リ ー ズ

事業継続計画（BCP）の概念
出典：内閣府「事業継続ガイドライン（３版）」

許容限界以上の
レベルで事業
を継続させる事象発生

事前 事後（初動対応＆事業継続対応）

100％

許容される時間
内に操業度を
復旧させる

復　旧

目　標
許容限界

時間軸目標 許容限界
現状の予想復旧曲線
BCP発動後の復旧曲線

操
業
度
（
製
品
供
給
量
な
ど
）
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他
の
災
害
事
象
等
に
も
転
用
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、い
っ
た
ん
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が
出
来
上
が
っ

て
も
、
人
事
異
動
等
に
伴
う
組
織
構
成
員
の

変
化
、
非
常
用
電
源
の
設
備
や
備
蓄
等
の
備

え
の
変
更
等
に
よ
り
、
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
く

な
る
た
め
、
策
定
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
定
期
的
な

見
直
し
が
必
要
で
す
。
特
に
訓
練
に
基
づ
く

見
直
し
（
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
）
が
効
果
的

で
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
し
て
Ｂ
Ｃ

Ｐ
の
有
効
性
を
維
持
す
る
こ
と
が
、
有
事
の

際
に
機
能
す
る
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
事
象
発
生
時
に
は
ヒ
ト
（
役

員
等
の
指
揮
命
令
権
者
か
ら
対
応
人
員
ま

で
）
が
揃
わ
な
い
、
モ
ノ
（
校
舎
、
事
務
機

器
等
を
含
む
）
が
被
災
し
た
等
の
不
測
の
事

態
を
想
定
し
た
『
代
替
』
の
戦
略
も
重
要
で

す
。
代
理
や
権
限
委
譲
、
代
替
施
設
等
を
決

定
し
、
あ
ら
か
じ
め
学
内
外
の
関
係
者
に
周

知
・
認
識
共
有
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

例
え
ば
、
昨
今
、
導
入
が
進
む
ク
ラ
ウ
ド

コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
災
害
事
象
発
生
時

に
情
報
シ
ス
テ
ム
機
能
が
停
止
す
る
こ
と
を

防
ぐ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
お
け
る
代
替
の
一
例
で
す
。

な
お
、
有
事
の
際
の
指
揮
命
令
系
統
は
あ
ま

り
多
段
階
に
せ
ず
、
シ
ン
プ
ル
で
分
か
り
や

す
く
し
て
お
く
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
と
防
災
計
画

私
学
事
業
団
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
Ｂ

Ｃ
Ｐ
の
策
定
は
遅
れ
て
い
る
も
の
の
、
自
然

災
害
に
対
す
る
防
災
計
画
等
の
対
応
策
を
整

備
し
て
い
る
大
学
法
人
は
56
・
５
％
、
短
期

大
学
法
人
は
37
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
と
防
災
計
画
の

関
連
性
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

実
効
性
の
あ
る
防
災
計
画
や
災
害
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
導
入
す
る
の
に
有
利
な
条
件
と
な

り
ま
す
。

　

学
校
の
防
災
計
画
に
は
、
①
地
震
対
策
、

②
避
難
、
③
備
蓄
、
④
安
否
確
認
な
ど
が
含

ま
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
Ｂ
Ｃ

Ｐ
で
定
め
る
「
災
害
等
の
発
生
後
の
対
応
計

画
」
に
も
こ
れ
ら
が
含
ま
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
で
は
、
さ
ら
に
、
い
つ
ま
で
に
、
何

を
、
ど
の
よ
う
に
復
旧･

ま
た
は
実
施
す
る

か
を
、
そ
れ
に
必
要
な
資
源
が
確
保
さ
れ
て

い
る
こ
と
の
確
認
と
合
わ
せ
て
策
定
し
て
い

き
ま
す
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
た
い
が
、
何
か
ら
手
を

付
け
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
場
合
、

ま
ず
、
自
学
の
防
災
計
画
や
災
害
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
、
各
時
点
の
利
用
可
能
な
資
源

の
下
で
実
施
可
能
で
あ
る
か
を
、
再
検
討
す

る
こ
と
か
ら
始
め
る
の
が
有
効
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
学
校
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
で
は
、
初

動
の
対
応
計
画
は
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
と

一
体
的
に
策
定
す
る
の
が
現
実
的
で
し
ょ

う
。

　

以
上
、
丸
谷
教
授
の
お
話
に
よ
れ
ば
、
特

に
学
校
に
お
い
て
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
前
提

と
し
て
、
本
当
に
実
施
で
き
る
防
災
計
画
が

重
要
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

防
災
へ
の
取
り
組
み
事
例

　

こ
こ
で
参
考
と
し
て
、取
材
を
行
っ
た「
関

西
大
学
」
と
「
甲
南
大
学
」
の
防
災
へ
の
取

り
組
み
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

関
西
大
学
で
は
、
特
色
的
な
防
災
教
育
と

し
て
、「
関
大
防
災
Ｄ
ａ
ｙ
」
と
い
う
行
事

を
２
０
１
０
年
度
よ
り
毎
年
一
回
、
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
学
生
、
教
職
員
、
近

隣
住
民
等
、
約
一
万
人
が
参
加
す
る
避
難
訓

練
と
防
災
イ
ベ
ン
ト
を
一
日
か
け
て
実
施
す

る
独
自
の
行
事
で
す
。
開
催
を
重
ね
、
学
生

の
防
災
意
識
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
地
域
と

の
連
携
も
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

甲
南
大
学
で
は
、
本
部
の
岡
本
キ
ャ
ン
パ

ス
に
「
防
災
セ
ン
タ
ー
（
地
下
１
階
地
上
１

階
建
）」と
い
う
施
設
を
設
置（
２
０
１
１
年
）

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
震
や
台
風
な
ど

の
災
害
を
想
定
し
震
度
６
強
の
地
震
に
も
耐

え
ら
れ
る
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
階
は

本
部
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
監

視
カ
メ
ラ
の
モ
ニ
タ
ー
や
火
災
信
号
機
を
受

信
で
き
る
火
災
報
知
機
、
他
キ
ャ
ン
パ
ス
や

付
属
施
設
す
べ
て
と
繋
が
る
無
線
機
、
非
常

用
発
電
機
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。地
下
は
、

平
時
に
お
い
て
は
会
議
室
、
有
事
の
際
に
は

災
害
対
策
本
部
に
な
り
、
非
常
時
用
備
品
が

置
い
て
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
大
学
の
震
災
対

応
の
核
と
な
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
体
の
視
点

　

最
後
に
、
教
育
機
関
に
お
け
る
防
災
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
２
つ
の
行
政
機
関
か

ら
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

東
京
消
防
庁
防
災
安
全
課
総
合
防
災
教
育

担
当
者
か
ら
は
「
教
育
機
関
に
は
長
期
的
な

防
災
教
育
の
推
進
を
期
待
し
て
い
る
」
と
の

お
話
が
あ
り
、
幼
稚
園
時
か
ら
の
段
階
的
な

防
災
教
育
の
実
践
に
よ
り
、
自
助
意
識
及
び

地
域
防
災
の
担
い
手
た
る
共
助
意
識
を
醸
成

す
る
こ
と
で
、
地
域
防
災
力
の
総
合
的
な
向

上
に
つ
な
げ
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、「
各
学
校
が
防
災
に
関
わ
る
訓
練

を
定
期
的
に
行
い
、
地
域
住
民
の
方
に
も
積

極
的
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
貢
献
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
」

と
の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。
自
然
災
害
は

日
本
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、『
長

期
的
防
災
教
育
』
が
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お

い
て
、
日
本
の
教
育
の
強
み
に
も
な
り
得
る

と
の
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。

　

東
京
都
豊
島
区
防
災
危
機
管
理
課
の
担
当

者
か
ら
は
「
自
治
体
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
て

い
く
過
程
で
、
地
域
に
根
付
い
た
私
学
の
存

在
は
非
常
に
大
き
く
、
私
学
と
の
協
力
体
制

の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
ま
だ
十
分
な

意
思
疎
通
が
図
ら
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
課

題
で
あ
る
」
旨
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〜 

取
材
を
終
え
て 

〜

　

自
然
災
害
を
想
定
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
は
、
学
校
と
学
生
・
生
徒
・
児

童
等
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、そ
の
保
護
者
、

教
職
員
、行
政
、地
域
住
民
の
方
々
等
、様
々

な
人
と
学
校
と
の
関
わ
り
方
を
総
合
的
な
視

点
で
考
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画
の
策
定
過
程
が
、

事
業
継
続
の
み
な
ら
ず
、
相
互
協
力
の
関
係

を
よ
り
深
め
る
機
会
で
あ
り
、
地
域
に
お
け

る
私
学
の
あ
る
べ
き
姿
を
見
つ
め
な
お
す
機

会
で
も
あ
る
の
で
す
。

（
取
材
）
私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー
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理
想
の
環
境
を
追
い
求
め
て

　

東
京
ゆ
り
か
ご
幼
稚
園
は
、
故
内
野
登

悦
・
郁
子
夫
妻
に
よ
っ
て
、
清
瀬
ゆ
り
か
ご

幼
稚
園
の
姉
妹
園
と
し
て
昭
和
50
年
に
東
京

都
八
王
子
市
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
以
降
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
と
経
営

の
独
自
性
、
公
益
性
を
高
め
る
べ
く
、
各
々

が
学
校
法
人
と
な
り
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

東
京
ゆ
り
か
ご
幼
稚
園
は
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機

構
（
旧
住
宅
都
市
整
備
公
団
）
の
団
地
内
に

あ
る
小
さ
な
幼
稚
園
と
し
て
歩
ん
で
き
ま
し

た
。
高
尾
山
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
自
然

が
近
隣
に
あ
る
恵
ま
れ
た
地
域
で
、
小
さ
な

園
庭
に
は
そ
う
し
た
地
域
の
自
然
を
取
り
込

み
な
が
ら
様
々
な
形
の
ビ
オ
ト
ー
プ
を
作

り
、
園
児
が
日
常
的
に
関
わ
る
こ
と
の
で
き

る
環
境
作
り
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
北
欧
の
「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」

や
日
本
の
「
里
山
保
育
」
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
な
、
園
内
外
の
屋
外
を
よ
り
積
極
的
に
活

用
し
、
幼
児
が
主
体
的
に
周
囲
の
自
然
環
境

と
関
わ
り
な
が
ら
育
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
保

育
の
必
要
性
も
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

園
庭
の
身
近
な
自
然
と
園
外
の
深
い
自
然
と

を
日
常
的
に
行
き
来
で
き
る
豊
か
な
環
境
こ

そ
が
理
想
の
環
境
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達

し
ま
し
た
。
当
時
の
園
は
、
広
域
的
に
は
自

然
豊
か
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
が
、
そ
れ
は

団
地
の
外
の
こ
と
で
あ
り
、
幼
稚
園
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
団
地
に
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
園
庭
で
の
「
自
然
豊
か
な

環
境
」
作
り
に
限
界
を
感
じ
る
と
同
時
に
、

園
舎
の
耐
震
化
の
問
題
、
園
地
の
借
地
契
約

が
更
新
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
団

地
の
縮
小
計
画
に
よ
る
周
辺
環
境
の
不
安
定

性
を
勘
案
し
、
幼
稚
園
の
移
転
を
視
野
に
入

れ
な
が
ら
用
地
を
探
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

移
転
に
向
け
て

　

園
児
の
通
園
範
囲
内
で
探
す
中
、
既
存

園
か
ら
車
で
12
分
の
位
置
に
あ
る
八
王
子

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
片
隅
に
、
幼
稚
園
と
し
て

は
広
大
な
２
・
２
ha
の
用
地
に
巡
り
会
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ク
ヌ
ギ
、

コ
ナ
ラ
、
エ
ノ
キ
を
は
じ
め
と
す
る
40 

ha

の
落
葉
広
葉
樹
林
（
特
別
緑
地
保
全
地
区
）

に
囲
ま
れ
、
敷
地
か
ら
は
鎌
倉
古
道
（
七
国

峠
）
の
掘
割
道
に
つ
な
が
り
、
悠
久
の
歴
史

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
場
所

で
し
た
。
そ
れ
は
正
に
思
い
描
い
た
と
お
り

の
理
想
の
環
境
で
し
た
。「
い
つ
か
必
ず
園

児
を
連
れ
て
い
き
た
い
」
そ
ん
な
思
い
を
胸

に
、
５
年
が
か
り
で
交
渉
を
進
め
、
平
成
23

年
に
用
地
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
移
転
ま
で
の
３
年
間
は
、「
ゆ

り
か
ご
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
（
自
然
体
験

施
設
）」
と
し
て
、
園
児
を
定
期
的
に
連
れ

て
い
き
、
自
然
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。
電

気
も
ガ
ス
も
水
も
無
い
不
便
極
ま
り
な
い
た

だ
の
荒
れ
地
で
し
た
が
、
山
を
登
り
、
森
を

探
検
し
、
泥
場
や
水
た
ま
り
で
格
闘
し
、
野

生
動
物
の
足
跡
を
探
し
回
り
…
園
児
は
目
を

輝
か
せ
な
が
ら
遊
び
に
没
頭
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
う
し
た
遊
び
の
様
子
を
観
察
し
な

が
ら
、
園
庭
、
園
舎
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
は
じ

め
と
す
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
て
い

き
ま
し
た
。

園
庭
里
山
化

　

こ
こ
は
元
々
里
山
で
し
た
が
、
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
計
画
に
基
づ
き
一
帯
が
造
成
さ
れ
、

木
々
も
相
当
伐
採
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
親
子
で
新
た
に
大
小
の
樹
木
１
０
０
０

本
近
く
を
植
え
、
小
川
や
棚
田
を
作
り
、
雑

木
林
の
下
草
を
刈
る
な
ど
し
て
元
の
里
山
に

戻
し
て
い
く
「
園
庭
里
山
化
」
を
掲
げ
、
園

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て

連載 　34

豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た
園
作
り

学
校
法
人　

東
京
内
野
学
園　

理
事
長　

内
野　

彰
裕園舎全景。正門よりスロープを200ｍ上る

空撮による敷地全景。周囲は40haの落葉広葉樹林

地形を活かした冒険遊びに没頭
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舎
の
前
に
ま
ず
園
庭
を
整
備
す
る
こ
と
か
ら

始
め
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
園

舎
を
建
築
し
、
26
年
に
移
転
開
園
と
な
り
ま

し
た
。

平
屋
木
造
園
舎

　

園
舎
は
自
然
環
境
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ

う
に
シ
ン
プ
ル
な
平
屋
木
造
と
し
、
古
民
家

の
縁
側
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
外
と
中
と
の
連
続

性
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
、
農
家
の
庭
先
で
様
々
な
自
然
と
触
れ
あ

い
な
が
ら
遊
ぶ
こ
と
を
通
し
て
「
生
き
る
力
」

を
育
ん
で
き
た
昔
の
日
本
の
子
ど
も
た
ち

の
、
た
く
ま
し
く
、
心
豊
か
な
育
ち
を
再
現

し
た
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

真
夏
は
39
度
、
真
冬
は
氷
点
下
10
度
以
下

に
も
な
る
地
域
で
す
が
、
真
冬
以
外
は
ド
ア

を
全
開
に
し
、
森
の
風
が
保
育
室
を
通
り
抜

け
る
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
天
井

は
高
い
所
で
６
ｍ
以
上
と
２
階
建
て
に
相
当

す
る
高
さ
が
あ
る
た
め
、
夏
の
暖
気
は
上
昇

し
て
排
出
さ
れ
、
エ
ア
コ
ン
を
ほ
と
ん
ど
使

う
こ
と
な
く
、
子
ど
も
た
ち
は
涼
し
い
中
で

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ド
ア
・
窓

の
開
口
部
が
広
い
た
め
、
日
中
は
ほ
と
ん
ど

部
屋
の
照
明
を
つ
け
ず
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
、
電
力
は
旧
園
舎
か
ら
移
設
し
た
太
陽
光

発
電
で
す
べ
て
賄
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
小
川

や
田
畑
の
灌
水
、
園
庭
の
散
水
な
ど
は
深
井

戸
を
、
園
児
の
栽
培
活
動
な
ど
は
各
保
育
室

前
に
あ
る
雨
水
タ
ン
ク
の
水
が
使
わ
れ
ま
す
。

Ｅ
Ｓ
Ｄ

　

園
庭
に
は
様
々
な
野
生
動
物
が
や
っ
て
き

ま
す
。
大
空
に
は
オ
オ
タ
カ
が
横
切
り
、
キ

ジ
や
カ
ル
ガ
モ
、
シ
ラ
サ
ギ
、
ノ
ウ
サ
ギ
が

園
庭
を
散
歩
し
、
シ
マ
ヘ
ビ
や
ア
オ
ダ
イ

シ
ョ
ウ
が
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
を
飲
み
込
む
光
景

に
も
出
会
い
ま
す
。
夜
に
な
る
と
ム
サ
サ
ビ

や
フ
ク
ロ
ウ
が
舞
い
、
深
夜
に
は
タ
ヌ
キ
、

キ
ツ
ネ
、ア
ナ
グ
マ
な
ど
が
遊
び
に
き
ま
す
。

　

棚
田
に
は
、年
長
児
が
育
て
る
た
ん
ぼ
と
、

親
子
有
志
が
育
て
る
た
ん
ぼ
が
あ
り
ま
す
。

年
長
児
は
、
種
も
み
選
定
か
ら
始
め
、
田
起

こ
し
、
あ
ぜ
塗
り
、
代
か
き
、
田
植
え
、
稲

刈
り
、
稲
架
が
け
、
脱
穀
、
も
み
す
り
、
精

米
、
火
起
こ
し
、
釜
戸
炊
き
、
そ
し
て
お
に

ぎ
り
作
り
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
の
作
業
に

子
ど
も
達
が
古
来
か
ら
の
方
法
で
関
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
お
米
一
粒
の
有
り
難
さ
、
口
に

入
る
ま
で
の
苦
労
を
、
こ
の
幼
児
期
だ
か
ら

こ
そ
、
体
験
を
通
し
て
身
体
に
染
み
こ
む
よ

う
に
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
伝
え
て
い

き
ま
す
。

　

畑
で
は
、
園
児
が
土
作
り
か
ら
始
め
、
有

機
栽
培
で
種
か
ら
育
て
た
野
菜
は
ク
ッ
キ
ン

グ
（
調
理
保
育
）
や
給
食
の
材
料
に
な
り
ま

す
。
土
作
り
に
は
様
々
な
堆
肥
が
加
わ
り
ま

す
。
園
児
が
家
か
ら
持
参
す
る
野
菜
く
ず
、

給
食
の
調
理
の
際
に
で
る
野
菜
く
ず
、
稲
作

後
の
も
み
殻
と
米
ぬ
か
、
敷
地
内
の
干
し
草

（
雑
草
）、
飼
育
ヤ
ギ
の
糞
、
近
隣
の
乗
馬

ク
ラ
ブ
か
ら
園
児
た
ち
が
頂
い
て
く
る
馬
糞

等
々
。
こ
う
し
た
活
動
に
主
体
的
に
関
わ
る

こ
と
で
、
土
か
ら
始
ま
る
命
の
循
環
と
、
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
園
内
外
の
あ
ら
ゆ
る
環
境

を
教
育
資
源
と
し
て
捉
え
、
日
常
の
保
育
に

取
り
入
れ
る
こ
と
で
保
育
が
豊
か
に
な
り
、

原
体
験
を
通
し
て
「
生
き
る
力
」
が
育
ま
れ

て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
移

転
前
か
ら
当
園
が
推
し
進
め
て
き
た
「
自
然

教
育
、
環
境
教
育
、
労
作
教
育
、
食
農
教
育
」

が
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
こ
れ

を
更
に
深
化
さ
せ
た
、「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可

能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）」
を
柱
に
据
え
、

全
人
格
的
な
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

用
地
購
入
か
ら
４
年
半
、
移
転
開
園
か
ら

１
年
半
が
過
ぎ
た
現
在
も
、
日
々
出
会
い
と

発
見
の
連
続
で
す
。「
あ
り
の
ま
ま
の
自
然
」

か
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
の
尊
さ
を
噛

み
し
め
な
が
ら
、
今
後
も
こ
の
環
境
に
合
っ

た
幼
児
教
育
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。◇

◇
◇
寄
稿
者
紹
介
◇
◇
◇

◇
◇
◇
寄
稿
者
紹
介
◇
◇
◇

内
野　

彰
裕
（
う
ち
の　

あ
き
ひ
ろ
）

　

学
校
法
人
東
京
内
野
学
園　

理
事
長

　

東
京
ゆ
り
か
ご
幼
稚
園　

園
長

森が園舎、園庭を包み込む

大開口により森の風が園舎を抜けていく

「森の広場」ではロープを使った遊びのほか、枝、葉、
実など自然の恵みだけでじゅうぶんに遊べる
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米
国
の
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領（
当
時
）が「
が

ん
征
圧
戦
争
」
を
宣
言
し
て
か
ら
既
に
44
年

が
た
ち
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
世
界
的
に
が

ん
患
者
の
死
亡
率
は
あ
ま
り
減
少
し
て
い
ま

せ
ん
。
多
発
性
骨
髄
腫
は
２
番
目
に
多
い
血

液
が
ん
で
あ
り
、
全
世
界
で
年
間
15
万
人
ほ

ど
の
患
者
が
こ
れ
に
よ
り
死
亡
し
て
い
る
と

見
積
も
ら
れ
て
い
ま
す
。
米
国
で
は
、
お
よ

そ
４
万
５
０
０
０
人
の
患
者
が
お
り
、
毎
年

新
た
に
２
万
４
０
０
０
人
ほ
ど
が
多
発
性
骨

髄
腫
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
診
断
か
ら
の

平
均
生
存
年
数
は
わ
ず
か
約
３
〜
４
年
で
し

た
が
、
最
新
の
骨
髄
腫
治
療
法
を
試
す
こ
と

が
で
き
る
米
国
に
お
い
て
は
、
サ
リ
ド
マ
イ

ド
誘
導
体
で
あ
る
レ
ナ
リ
ド
マ
イ
ド
や
プ
ロ

テ
ア
ソ
ー
ム
阻
害
剤
で
あ
る
ボ
ル
テ
ゾ
ミ
ブ

な
ど
の
新
し
い
薬
が
導
入
さ
れ
て
き
て
、
こ

の
10
年
間
で
平
均
生
存
年
数
は
約
７
〜
８
年

に
延
び
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
患
者
で
、

こ
れ
ら
の
薬
に
対
し
て
抵
抗
性
を
持
つ
骨
髄

腫
細
胞
が
出
現
し
、
が
ん
が
再
発
し
て
し
ま

い
ま
す
。
多
発
性
骨
髄
腫
は
い
ま
だ
に
原
因

も
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
成
功
率
の
低
い
骨

髄
移
植
以
外
に
治
療
法
も
な
い
が
ん
で
す
。

　

私
は
、TRU
E gene silencing

（tRN
ase 

ZL-utilizing effi  cacious gene silencing

）

法
と
呼
ぶ
遺
伝
子
発
現
抑
制
技
術
を
多
発
性

骨
髄
腫
に
応
用
し
、
患
者
を
寛
解
・
治
癒
に

導
く
こ
と
が
で
き
るsgRN

A

薬
を
発
見
す

る
こ
と
を
長
期
的
な
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

tRN
A

前
駆
体
切
断
酵
素tRN

ase ZL

を

利
用
す
る
こ
の
技
術
は
、
が
ん
な
ど
の
疾
病

に
対
す
る
治
療
法
と
し
て
の
可
能
性
を
秘
め

て
い
ま
す
。
こ
の
技
術
の
基
盤
は
、
こ
の
酵

素
がtRN

A

前
駆
体
や
マ
イ
ク
ロtRN

A

前

駆
体
に
類
似
し
たRN

A

複
合
体
を
認
識
し

切
断
す
る
こ
と
が
で
き
、
７
〜
30
ヌ
ク
レ

オ
チ
ド
のsm

all guide RN
A

（sgRN
A

）

を
用
い
て
あ
ら
ゆ
るRN
A

を
任
意
の
部
位

で
特
異
的
に
切
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
性

に
あ
り
ま
す
（
図
１
）。sgRN

A

を
ヒ
ト
細

胞
中
に
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
標

的
と
な
るm
RN
A

やm
iRN
A

の
発
現
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

す
で
に
私
は
「
が
ん
治
療
用sgRN

A

薬

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
を
用
い
て
、

ヒ
ト
骨
髄
腫
細
胞
株
に
効
率
よ
く
ア
ポ
ト
ー

シ
ス
を
誘
導
す
る
７
種
類
のheptam

er

型

sgRN
A

を
見
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、

現
在
、
最
も
詳
し
く
解
析
さ
れ
て
い
る
コ
ー

ド
番
号H

15540

のheptam
er

型sgRN
A

に
つ
い
て
、
こ
こ
で
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

　

H
15540

は
、H

EK
293

やIM
R90

な
ど
の

ヒ
ト
正
常
細
胞
株
に
は
毒
性
を
示
し
ま
せ
ん

が
、
様
々
な
ヒ
ト
骨
髄
腫
細
胞
株
に
対
し
て

は
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
を
誘
導
し
ま
す
（
図
２
）。

ま
た
、
ヒ
ト
骨
髄
腫
細
胞
株K

M
M
-1

を

免
疫
不
全SCID

/N
O
D

マ
ウ
ス
の
皮
下
に

移
植
し
た
マ
ウ
ス
ゼ
ノ
グ
ラ
フ
ト
モ
デ
ル

を
用
い
て
、H

15540

の
局
所
投
与
に
よ
る

個
体
レ
ベ
ル
で
の
効
果
を
試
験
し
た
結
果
、

sgRN
A

薬
を
投
与
し
た
マ
ウ
ス
群
に
お
い

て
は
、
生
理
食
塩
水
を
投
与
し
た
対
照
群
マ

ウ
ス
と
比
較
し
て
、
有
意
に
腫
瘍
の
増
殖
抑

制
効
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
H
15540

が
ヒ
ト
骨
髄
腫
細
胞
に
ア
ポ

ト
ー
シ
ス
を
誘
導
す
る
機
構
は
ま
だ
明
ら
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、D

N
A

マ
イ
ク
ロ
ア

レ
イ
解
析
な
ど
か
ら
、H

15540

は
ミ
ト
コ

ン
ド
リ
ア
のm

RN
A

を
標
的
と
し
、
そ
の

効
果
が
活
性
酸
素
種
の
生
成
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
誘
導
機
構
を

解
明
す
る
と
と
も
に
、
マ
ウ
ス
ゼ
ノ
グ
ラ
フ

ト
モ
デ
ル
に
お
け
るsgRN

A

の
全
身
投
与

の
効
果
を
解
析
し
、
臨
床
試
験
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

骨
髄
腫
治
療
用sgRN

A

の
開
発
に
関
す

る
研
究
は
、
研
究
課
題
「T

RU
E silencing

法
を
基
盤
と
し
た
血
液
が
ん
治
療
薬
の
開

発
」
に
対
す
る
、
24
年
度
か
ら
３
年
間
に
渡

る
学
術
研
究
振
興
資
金
の
助
成
を
受
け
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
究
成
果
の
一
部
は
、

Leukem
ia Research

誌
（
２
０
１
４
年
38

巻
８
０
８
頁
）
に
掲
載
さ
れ
、
同
号
の
論
説

記
事
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
学
事
業
団
の
ご
支
援
に
感
謝

の
意
を
表
す
と
共
に
、
今
後
も
学
術
研
究
振

興
資
金
の
助
成
に
よ
り
多
く
の
す
ば
ら
し
い

研
究
成
果
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

学
術
研
究
振
興
資
金

研
究
活
動
報
告

　

私
学
事
業
団
で
は
、
広
く
一
般
か
ら
受
け
入
れ
た
寄
付
金
か
ら
学
術
研
究
振
興
基
金
を
設
け
て
、
そ
の
運
用
益
を
「
学
術
研
究
振
興
資
金
」

と
し
て
私
立
大
学
等
の
優
れ
た
学
術
研
究
に
交
付
し
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、
平
成
26
年
度
に
交
付
さ
れ
た
新
潟
薬
科
大
学
の
研
究
（
研
究
代

表
者　

健
康
・
自
立
総
合
研
究
機
構 

梨な
し

本も
と 

正ま
さ

之ゆ
き

教
授
）
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

図２　heptamer型sgRNA H15540は様々なヒト骨髄腫
　　　細胞株にアポトーシスを誘導する

図１　TRUE gene silencing法の分子機構

ヒト骨髄腫細胞株

細
胞
生
存
率
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医
療
費
の
更
な
る
適
正
化
を
図
る
た
め
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促
進
を
目
的

と
し
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

加
入
者
及
び
被
扶
養
者
へ
の
「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
（
後
発
）
医
薬
品
ご
利
用
の
お
す
す

め
」
を
12
月
中
旬
に
学
校
法
人
等
宛
て
に
送

付
し
ま
す
の
で
、通
知
対
象
者
の
加
入
者（
被

扶
養
者
分
含
む
）
に
配
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

先
発
医
薬
品
か
ら
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

に
切
り
替
え
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
機
関
や

調
剤
薬
局
の
窓
口
で
支
払
う
医
薬
品
の
自
己

負
担
も
軽
減
さ
れ
ま
す
の
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
利
用
促
進
の
た
め
ご
協
力
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
の
背
景

　

国
は
、
こ
れ
ま
で
、
平
成
29
年
度
末
ま
で

に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
率
を
60
％

と
す
る
目
標
を
設
定
し
、
医
療
保
険
者
へ

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促
進
に
積
極

的
に
取
り
組
む
よ
う
求
め
て
い
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
27
年
６
月
の
閣
議
決
定
に
お
い
て
新

た
な
目
標
を
表
の
と
お
り
定
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
私
学
事
業
団
で
は
、
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
一
環
と
し
て
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
差
額
通
知
を
実
施
し
、
目
標
達

成
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

ま
し
た
。

〈
表
：
新
た
に
国
が
定
め
た
使
用
率
目
標
〉

平
成
28
年
度
末

60
％
以
上

平
成
29
年
度
央

70
％
以
上

平
成
30
〜
32
年
度
末
ま
で
の

間
の
な
る
べ
く
早
い
時
期

80
％
以
上

送
付
す
る
通
知
等
の
内
容

　

実
際
に
処
方
さ
れ
服
用
し
て
い
る
先
発
医

薬
品
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
し
た

場
合
に
ど
の
く
ら
い
薬
代
が
軽
減
で
き
る
か

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
同
封
物
】

○
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
利
用
促
進
Ｐ
Ｒ
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る
方
法

な
ど
を
記
載
）

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー
ル

（
加
入
者
証
等
や
薬
手
帳
に
貼
付
し
、
医
療

機
関
や
調
剤
薬
局
へ
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

を
希
望
す
る
こ
と
を
伝
え
る
た
め
の
シ
ー
ル
）

通
知
対
象
者

　

27
年
６
月
か
ら
８
月
の
間
に
先
発
医
薬
品

を
処
方
さ
れ
服
用
し
て
い
る
人
で
、
薬
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
し
た
場
合

に
、
自
己
負
担
の
軽
減
が
見
込
ま
れ
る
加
入

者
（
任
意
継
続
加
入
者
等
は
除
き
ま
す
）
及

び
被
扶
養
者

【
す
べ
て
の
人
に
通
知
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
次
の
人
は
通
知
対
象
外
で
す
】

○ 

が
ん
や
精
神
疾
患
な
ど
の
疾
病
及
び
風
邪

な
ど
の
短
期
処
方
に
使
用
さ
れ
る
薬
を
服

用
し
て
い
る
人

○ 

薬
代
が
あ
ま
り
軽
減
さ
れ
な
い
人

○ 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
存
在
し
な
い
薬

を
服
用
し
て
い
る
人

○ 

す
で
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
で
処
方
さ

れ
て
い
る
人

送
付
方
法
・
送
付
先

　

個
別
封
筒
に
封
入
し
、
親
展
扱
い
と
し
て

所
属
す
る
学
校
法
人
等
へ
送
付
し
ま
す
。

○ 

学
校
法
人
等
か
ら
個
別
封
筒
を
加
入
者
へ

渡
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

被
扶
養
者
分
も
加
入
者
に
配
付
し
て
く
だ

さ
い
。

※ 

封
筒
は
親
展
扱
い
で
す
。
被
扶
養
者
が
通

知
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
は
、
開
封
せ
ず

に
必
ず
被
扶
養
者
（
小
さ
な
子
ど
も
は
除

く
）
に
お
渡
し
く
だ
さ
る
よ
う
加
入
者
へ

周
知
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
の
時
期

　

27
年
12
月
中
旬

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

▽
先
発
医
薬
品
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
販
売

さ
れ
る
、
先
発
医
薬
品
と
同
等
の
有
効
成

分
、
効
能
・
効
果
を
も
つ
医
薬
品
で
す
。

▽
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
研
究
開
発
費
が

少
な
く
て
す
む
た
め
に
、
先
発
医
薬
品
と
比

べ
て
値
段
が
安
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

▽
国
の
厳
格
な
審
査
を
受
け
、
先
発
医
薬
品

と
効
き
目
や
安
全
性
が
同
等
で
あ
る
と
承
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
高
血
圧
や
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
な
ど
様
々

な
病
気
や
症
状
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
カ
プ

セ
ル
、
錠
剤
な
ど
形
態
も
豊
富
で
す
。

業
務
部 

短
期
給
付
課

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
後
発
）
医
薬
品
ご
利
用
の
お
す
す
め
」
を

12
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

　
〜
対
象
者
へ
の
配
付
を
お
願
い
し
ま
す
〜
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限
度
額
適
用
認
定
証
の
有
効
期
間
満
了
日

が
平
成
27
年
12
月
31
日
で
、
引
き
続
き
限
度

額
適
用
認
定
証
を
必
要
と
す
る
人
の
更
新

（
継
続
）
申
請
を
事
前
に
受
け
付
け
ま
す
。

【
受
付
開
始
】

　
　

27
年
11
月
10
日
（
火
）か
ら

【
注
意
】

　

・ 

限
度
額
適
用
認
定
申
請
書
の
右
上
余
白

に
朱
書
き
で
「
事
前
継
続
」
と
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

　

・ 

12
月
14
日
ま
で
に
受
け
付
け
た
申
請
に

つ
い
て
は
、
年
内
に
発
行
し
ま
す
。

　

※ 

限
度
額
適
用
認
定
申
請
用
紙
は
、
私
学

共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
様
式
用
紙
等
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
〕
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
第
２
回
私
学
共
済
事
務
担
当

者
研
修
会
は
、
引
き
続
き
被
用
者
年
金
制
度

一
元
化
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
中
止

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
事
務
担
当
者
の
皆

様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
誌
７
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
平
成
27
年
12
月
以
降
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を
私
学

事
業
団
か
ら
在
職
中
の
対
象
者
に
学
校
法
人
等
を
経
由
し
て
送
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

通
知
は
左
記
の
と
お
り
、
節
目
年
齢
通
知
と
毎
年
通
知
の
２
種
類
で
、
対
象
者
の
誕
生
月
に
学

校
法
人
等
に
送
付
し
ま
す
。
通
知
等
が
届
き
ま
し
た
ら
、
対
象
者
に
配
付
し
て
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
認
定
証
の
事
前
受
付

業
務
部　
短
期
給
付
課

平
成
27
年
度
第
２
回

私
学
共
済
事
務
担
当
者
研
修
会
の
中
止

広
報
相
談
セ
ン
タ
ー　
相
談
班

ね
ん
き
ん
定
期
便
を
送
付
し
ま
す　
平
成
27
年
12
月
か
ら

広
報
相
談
セ
ン
タ
ー　
相
談
班

送付物 通知の種類 対象者 表示内容

通知文
及び
パンフ
レット

節目年齢

35・45歳

１．これまでの年金加入期間
２．これまでの加入実績に応じた年金見込額
３．これまでの保険料納付額
４．これまでの年金加入履歴
５． これまでの厚生年金保険の標準報酬月額
などの月別状況

６．これまでの国民年金保険料の納付状況

59歳

１．これまでの年金加入期間
２． 老齢年金の見込額（現在の加入条件で60
歳まで加入したものと仮定して計算）

３． これまでの保険料納付額、該当者にはお
知らせとして一時金返還額

４～６は35・45歳の節目と同じ

毎　年

50歳未満
（35・45歳
以外）

１．これまでの年金加入期間
２． これまでの加入実績に応じた年金見込額
と保険料納付額

３． 直近13か月の保険料納付額、標準報酬月
額・標準賞与額

50歳以上
（59歳以外）

１．これまでの年金加入期間
２． 老齢年金の見込額（現在の加入条件で60
歳まで加入したものと仮定して計算）

３．該当者にはお知らせとして一時金返還額
４．これまでの保険料納付額
５． 直近13か月の保険料納付額、標準報酬月
額・標準賞与額

　

私
学
事
業
団
で
は
、
介
護
に
関
す
る
ビ
デ

オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

●
貸
し
出
し
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

①
「 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
ブ
ッ
ク　

新
し
い
介
護　
基
本

の
き
」　
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
１
枚
）

②
「
在
宅
介
護
教
室
」

　
（
ビ
デ
オ
全
５
巻
又
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
１
枚
）

③
「
す
こ
や
か
シ
ル
バ
ー
介
護
」

　
（
ビ
デ
オ
全
８
巻
）

④
「
在
宅
介
護
の
基
礎
と
実
践
」

　
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
全
10
枚
）

　

詳
し
く
は
、「
私
学
共
済
ブ
ッ
ク

２
０
１
５
〔
保
健
・
宿
泊
編
〕」
46
頁
又

は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
福
祉
事

業
の
ご
案
内
▼
と
く
と
く
情
報
▼
全
国
共

通
〕
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
方
法

　
「
介
護
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
借
入
申
込
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
各
ガ
ー
デ
ン
パ

レ
ス
共
済
業
務
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

※ 

申
込
書
は
、「
私
学
共
済
ブ
ッ
ク

２
０
１
５
〔
保
健
・
宿
泊
編
〕」
２
０
５
頁

又
は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
な
お
、
返
却
に

か
か
る
送
料
は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

介
護
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

福
祉
部 

保
健
課
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被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
に
伴
い
、
長

期
勘
定
で
保
有
し
て
い
た
年
金
積
立
金
に
つ

い
て
は
、
一
元
化
前
の
厚
生
年
金
の
積
立
比

率
を
基
に
、
共
通
財
源
（
厚
生
年
金
保
険
給

付
積
立
金
）
と
独
自
財
源
（
経
過
的
長
期
給

付
積
立
金
）
に
仕
分
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

仕
分
け
に
当
た
っ
て
の
考
え
方
は
、
一
元

化
前
の
厚
生
年
金
が
保
有
し
て
い
る
積
立
金

に
見
合
っ
た
額
を
共
通
財
源
と
し
て
仕
分
け

る
こ
と
で
制
度
間
の
公
平
性
を
保
と
う
と
す

る
も
の
で
、
具
体
的
に
は
、
平
成
26
年
度
末

に
お
け
る
厚
生
年
金
の
保
有
資
産
が
、
27
年

度
の
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
何
年
分
に
相

当
す
る
か
（
こ
れ
を
「
政
府
積
立
金
比
率
」

と
い
い
ま
す
）
に
よ
り
積
立
金
を
分
割
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
１
・
２
階
部
分
と
し
て
共

通
財
源
に
仕
分
け
た
額
は
お
お
む
ね
半
分
程

子
ど
も
・
子
育
て
拠
出
金
の

納
付
対
象
基
準
額
が
決
定
し
ま
し
た

業
務
部　
掛
金
課

　

平
成
27
年
の
定
時
決
定
に
よ
る
基
準
額

は
、
１
８
１
万
円
（
前
年
は
１
８
２
万
円
）

と
な
り
ま
し
た
。
10
月
調
定
時
に
加
入
者
保

険
料
に
か
か
る
標
準
報
酬
月
額
の
合
計
が
１

８
１
万
円
以
上
と
な
る
学
校
法
人
等
に
つ
い

て
は
、
27
年
10
月
か
ら
28
年
９
月
ま
で
の

間
、
掛
金
等
と
あ
わ
せ
て
子
ど
も
・
子
育
て

拠
出
金
を
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
納

付
額
に
つ
い
て
は
、「
掛
金
等
及
び
子
ど
も
・

子
育
て
拠
出
金
納
付
通
知
書
」
で
通
知
し
ま

す
。

　

な
お
、
定
時
決
定
時
の
基
準
額
に
よ
り
納

付
対
象
と
な
っ
た
学
校
法
人
等
は
、
そ
の
後

に
加
入
者
保
険
料
に
か
か
る
標
準
報
酬
月
額

の
合
計
額
が
基
準
額
を
下
回
る
こ
と
に
な
っ

て
も
、そ
の
期
間
内
に
お
い
て
は
、子
ど
も
・

子
育
て
拠
出
金
を
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

度
と
な
り
、
後
に
残
る
独
自
財
源
も
、
26
年

財
政
再
計
算
で
見
込
ん
だ
と
お
り
、
お
お
よ

そ
半
分
程
度
の
額
と
な
り
ま
し
た
（
一
元
化

時
の
概
算
仕
分
け
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

予
定
で
す
）。

　

た
だ
し
、
今
回
の
仕
分
け
に
用
い
た
政
府

積
立
金
比
率
は
概
算
で
あ
り
、
ま
た
、
27
年

度
の
厚
生
年
金
の
給
付
等
に
相
当
す
る
額
は

予
算
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
27
年
度
決
算
に

よ
り
こ
れ
ら
が
確
定
し
た
後
に
、
改
め
て
概

算
仕
分
け
額
と
確
定
仕
分
け
額
の
差
額
が
精

算
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
精
算
の
時
期
は
、
28
年
末
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

【
共
通
財
源
】

　

共
済
年
金
の
積
立
金
は
、
職
域
部
分
（
３

階
部
分
）
を
含
め
た
保
険
料
が
積
み
立
て
ら

れ
て
き
た
も
の
で
、
１
・
２
階
部
分
と
３
階

部
分
の
区
別
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

た
め
一
元
化
に
当
た
っ
て
は
、
厚
生
年
金
の

積
立
金
の
水
準
に
見
合
っ
た
額
を
、
共
通
財

源
と
し
て
仕
分
け
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
仕
分
け
ら
れ
た
積
立
金
は
、
一
元
化

法
附
則
第
27
条
に
よ
り
、
私
学
事
業
団
が
厚

生
年
金
保
険
料
を
積
み
立
て
て
い
た
も
の
と

み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
元
化
後
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
及
び
積

資
産
運
用
部

年
金
積
立
金　

共
通
財
源
・
独
自
財
源
の
概
算
仕
分
け
の
状
況

立
金
基
本
指
針
に
基
づ
き
定
め
た
「
厚
生
年

金
保
険
給
付
積
立
金
等
の
管
理
運
用
の
方

針
」（
文
部
科
学
大
臣
承
認
）
に
よ
り
、
安

全
か
つ
効
率
的
に
運
用
さ
れ
、
厚
生
年
金
給

付
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
共
通
財
源
に
お
い
て
は
、
省
令
に

基
づ
い
て
、
助
成
業
務
に
お
け
る
私
立
学
校

へ
の
融
資
事
業
の
財
源
と
し
て
、
助
成
勘
定

へ
の
貸
付
け
も
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
独
自
財
源
】

　

一
元
化
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
共
済
年
金
と

し
て
給
付
し
て
い
た
職
域
部
分（
３
階
部
分
）

は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
27

年
９
月
以
前
の
加
入
者
期
間
に
つ
い
て
は
、

経
過
措
置
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
職
域
部
分

の
給
付
に
相
当
す
る
経
過
的
長
期
給
付
（
旧

職
域
部
分
相
当
給
付
）
が
継
続
し
て
給
付
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
元
化
前
の
掛
金
が
１
〜
３
階
部

分
に
か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
一

元
化
後
の
保
険
料
は
１
・
２
階
部
分
の
み
に

か
か
る
も
の
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
実

質
的
に
は
負
担
増
と
な
る
こ
と
か
ら
、
独
自

財
源
を
活
用
し
て
こ
れ
を
軽
減
で
き
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
概
算
仕
分
け
に
よ
り
独
自
財
源
と

さ
れ
た
積
立
金
の
額
は
、
26
年
財
政
再
計
算

で
見
込
ま
れ
た
経
過
的
長
期
給
付
に
要
す
る

費
用
を
賄
う
た
め
に
必
要
な
積
立
額
を
上

回
っ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
当
初
の
５
年
間

に
お
い
て
は
、
保
険
料
の
軽
減
が
予
定
ど
お

り
実
施
で
き
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
独
自
財
源
に
お
い
て
は
、
省
令
に

基
づ
い
て
、
加
入
者
に
対
す
る
資
金
の
貸
付

け
の
財
源
と
し
て
、
貸
付
経
理
へ
の
貸
付
け

も
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
元
化
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
省
令
に
基

づ
き
定
め
た
「
経
過
的
長
期
給
付
積
立
金
の

管
理
運
用
の
方
針
」（
文
部
科
学
大
臣
承
認
）

に
よ
り
安
全
か
つ
効
率
的
に
運
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

一元化時の概算仕分けのイメージ

厚生年金勘定

【
独
自
財
源
と
な
る
積
立
金
】

　

経
過
的
長
期
給
付
積
立
金

職
域
年
金
経
理

【
共
通
財
源
と
な
る
積
立
金
】

　

厚
生
年
金
保
険
給
付
積
立
金

厚
生
年
金
経
理
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１　

一
元
化
前
の
在
職
中
に
お
け
る

　
　

年
金
の
停
止
計
算
の
仕
組
み

　
一
元
化
前
の
在
職
中
の
年
金
の
停
止
計
算

は
、
２
つ
以
上
の
年
金
の
受
給
権
が
あ
る
場

合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
制
度
の
基
本
月
額

（
※
１
）を
用
い
て
停
止
額
を
算
出
し
て
い
ま
す
。

※
１　

基
本
月
額
と
は
、
年
金
額
よ
り
経
過

的
加
算
額
（
65
歳
以
上
の
人
）・
職
域
加
算

相
当
部
分
・
加
給
年
金
額
を
除
い
た
も
の
を

12
で
除
し
た
額
で
す
。

２　

一
元
化
後
の
在
職
中
に
お
け
る

　
　

年
金
の
停
止
計
算
の
仕
組
み

　

一
元
化
後
の
在
職
中
の
年
金
の
停
止
計
算

は
、
２
つ
以
上
の
年
金
の
受
給
権
が
あ
る
場

合
、
①
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
の
基
本
月
額
を
合

算
す
る
、
②
合
算
し
た
基
本
月
額
と
総
報
酬

月
額
相
当
額
で
、
支
給
停
止
額
を
算
出
す
る

（
65
歳
未
満
は
28
万
円
、
65
歳
以
上
は
47
万

円
と
い
う
停
止
基
準
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
）、

③
そ
の
支
給
停
止
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金

の
基
本
月
額
の
比
率
で
按
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
年
金
の
支
給
停
止
額
を
算
出
す
る
、
と
い

う
仕
組
み
と
な
り
ま
す
（
表
１
）。

　

な
お
、
私
学
在
職
中
の
場
合
、
私
学
の
職

域
加
算
相
当
部
分
は
一
元
化
前
と
同
様
に
全

額
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

【
主
な
変
更
点
】

①　

 

複
数
の
年
金
の
基
本
月
額
を
合
算
し
て

停
止
計
算
を
行
う
た
め
、
一
元
化
前
よ

り
停
止
額
が
多
く
な
り
ま
す
。

②　

 

民
間
会
社
勤
務
に
お
け
る
厚
生
年
金
は

他
の
被
用
者
年
金
制
度
の
加
入
に
よ
る

停
止
（
以
下
「
他
制
度
停
止
」
と
い
い

ま
す
）
の
仕
組
み
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
一
元
化
後
は
停
止
の
仕
組
み
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

③　

 

共
済
制
度
に
お
け
る
他
制
度
停
止
（
65

歳
未
満
）は
47
万
円
が
基
準
で
し
た
が
、

一
元
化
後
は
自
制
度
停
止
と
な
り
ま
す

の
で
28
万
円
基
準
と
な
り
ま
す
。

④　

 

一
元
化
前
は
停
止
が
か
か
ら
な
か
っ
た

昭
和
12
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
人

に
つ
い
て
も
一
元
化
後
は
在
職
中
の
停

止
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
注
意
点
】

　

一
元
化
前
に
決
定
さ
れ
た
退
職
共
済
年
金

及
び
老
齢
厚
生
年
金
の
在
職
停
止
計
算
も
、

同
様
の
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

３　

在
職
支
給
停
止
の
計
算
に
お
け
る

　
　

配
慮
措
置

　

す
で
に
年
金
が
決
定
さ
れ
て
い
る
在
職
中

の
人
に
つ
い
て
は
、
一
元
化
後
は
一
般
的
に

停
止
額
が
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
停
止
が
か
か
ら
な
か
っ
た
人
も
、
新
た
に

停
止
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、「
配
慮
措
置
」
が
設
け
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
私
学
共
済
の
退
職
共
済
年
金

と
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権
者
で
私
学
在
職

中
の
場
合
の
「
配
慮
措
置
」
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

　

被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
に
伴
い
、
年
金
の
停
止
額
は
12
月
支
給
分
（
平
成
27
年
10
・
11

月
分
）
か
ら
変
更
と
な
り
ま
す
。
実
際
の
停
止
額
等
は
、
12
月
上
旬
ま
で
に
年
金
受
給
権
者
へ

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

在
職
支
給
停
止
の
計
算
方
法
が
変
更
と
な
り
ま
す年

金
部　
年
金
第
二
課

表１

【一元化前】

【一元化後】
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共
済
業
務
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65
歳
未
満
の
配
慮
措
置

⑴
対
象
者

　

２
つ
以
上
の
年
金
受
給
権
が
あ
り
、
一
元

化
前
に
少
な
く
と
も
１
つ
の
年
金
が
発
生

し
、
被
保
険
者
期
間
が
一
元
化
前
か
ら
継
続

し
て
い
る
昭
和
25
年
10
月
２
日
か
ら
昭
和
30

年
10
月
１
日
生
ま
れ
の
人
。

⑵
配
慮
措
置
に
よ
る
停
止
計
算
方
法

　

総
報
酬
月
額
相
当
額
と
合
算
し
た
基
本
月

額
の
合
計
額
が
月
額
28
万
円
を
超
え
る
場

合
、
超
え
た
額
の
２
分
の
１
が
停
止
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
総
報
酬
月
額
相
当
額
が
47
万
円

を
超
え
る
と
き
は
、
超
え
た
全
額
が
支
給
停

止
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
停
止
月
額
と
次
の
２

つ
の
配
慮
措
置
を
比
較
し
、
最
も
小
さ
い
額

が
停
止
月
額
と
な
り
ま
す
（
表
２
）。

①
10
％
配
慮
措
置
に
よ
る
停
止
月
額

　

総
報
酬
月
額
相
当
額
と
合
算
し
た
基
本
月

額
の
合
計
額
か
ら
調
整
前
特
例
支
給
停
止
額

（
※
２
）
を
除
い
た
額
の
10
％
に
相
当
す
る

額
に
調
整
前
特
例
支
給
停
止
額
を
加
え
た
額

で
す
。

※
２　

調
整
前
（
特
例
）
支
給
停
止
額
と
は
、

停
止
計
算
時
点
の
総
報
酬
月
額
相
当
額
で
一

元
化
前
に
適
用
さ
れ
て
い
た
計
算
方
式
に
よ

り
退
職
共
済
年
金
の
停
止
月
額
を
算
出
し
ま

す
。

　

一
方
で
老
齢
厚
生
年
金
に
つ
い
て
も
同
様

に
計
算
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
停
止
月
額
を
合
算

し
た
も
の
が
調
整
前
（
特
例
）
支
給
停
止
額

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
35
万
円
配
慮
措
置
に
よ
る
停
止
月
額

　

総
報
酬
月
額
相
当
額
と
合
算
し
た
基
本
月

額
の
合
計
額
か
ら
調
整
前
特
例
支
給
停
止
額

を
除
い
た
も
の
か
ら
35
万
円
を
除
い
た
額

（
０
円
以
下
と
な
る
と
き
は
０
円
）
に
調
整

前
特
例
支
給
停
止
額
を
加
え
た
額
で
す
。

⑶
配
慮
措
置
の
終
了
時
期

　

65
歳
到
達
や
実
退
職
に
よ
り
資
格
喪
失
し

た
と
き
は
配
慮
措
置
は
終
了
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
資
格
喪
失
後
に
引
き
続
き
資
格
取
得

（
継
続
資
格
取
得
）
を
し
た
場
合
で
も
、
取

得
後
の
配
慮
措
置
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

65
歳
以
上
の
配
慮
措
置

⑴
対
象
者

　

２
つ
以
上
の
年
金
受
給
権
が
あ
り
、
一
元

化
前
に
少
な
く
と
も
１
つ
の
年
金
が
発
生

し
、
被
保
険
者
期
間
が
一
元
化
前
か
ら
継
続

し
て
い
る
昭
和
12
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
25

年
10
月
1
日
生
ま
れ
の
人
。

　

ま
た
、
一
元
化
以
前
は
在
職
中
の
停
止
対

象
と
な
ら
な
か
っ
た
昭
和
12
年
4
月
１
日
以

前
生
ま
れ
の
人
。

⑵
配
慮
措
置
に
よ
る
停
止
計
算
方
法

　

総
報
酬
月
額
相
当
額
と
合
算
し
た
基
本
月

額
の
合
計
額
が
月
額
47
万
円
を
超
え
る
場

合
、
超
え
た
額
の
２
分
の
１
が
停
止
さ
れ
ま

す
が
、
こ
の
停
止
月
額
と
、
次
の
配
慮
措
置

を
比
較
し
、
小
さ
い
額
が
停
止
月
額
と
な
り

ま
す
。

10
％
配
慮
措
置
に
よ
る
停
止
月
額

　

総
報
酬
月
額
相
当
額
と
合
算
し
た
基
本
月

額
の
合
計
額
か
ら
調
整
前
支
給
停
止
額
（
※

２
）
を
除
い
た
額
の
10
％
に
相
当
す
る
額
に

調
整
前
支
給
停
止
額
を
加
え
た
額
で
す
。

⑶
配
慮
措
置
の
終
了
時
期

　

70
歳
脱
退
や
実
退
職
に
よ
り
資
格
喪
失
し

た
と
き
は
配
慮
措
置
は
終
了
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
65
歳
未
満
と
同
様
に
、
資
格
喪
失
後

に
引
き
続
き
取
得
し
た
場
合
で
も
配
慮
措
置

の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

４　

一
元
化
後
の
在
職
中
の
障
害
給
付
の

　
　

支
給
停
止
の
仕
組
み

　

一
元
化
前
は
障
害
共
済
年
金
に
つ
い
て
も

退
職
共
済
年
金
と
同
様
の
在
職
支
給
停
止
の

措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
元
化
後

は
、
職
域
加
算
相
当
部
分
以
外
の
支
給
停
止

が
な
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
支
給
額
の
変
更
に
伴
い
、
こ
れ
ま

で
受
給
し
て
い
る
年
金
に
比
べ
、
支
給
停
止

に
な
っ
て
い
る
他
方
の
年
金
を
受
給
し
た
方

が
有
利
な
場
合
は
、
将
来
に
向
か
っ
て
選
択

を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

表２



２日（水） 貸付  送金
６日（日） 貸付  11月分定期償還期限
10日（木） 貯金  払込期限（必着）
15日（火） 貸付  １月４日送金申し込み・任意償還申出締め切り

共済事業本部
〒113 - 8441　東京都文京区湯島1-7-5

☎03（3813）5321（代表）
ご照会の際には、学校記号番号、加入者番号が
確認できるものをお手元にご用意ください。

共済業務

２日（月） 積立共済年金・共済定期保険  後期加入申し込み開始
貸付  送金

６日（金） 貸付  10月分定期償還期限
10日（火） 貯金  払込期限（必着）
13日（金） 貸付  12月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り
16日（月） アイリスプラン  年金コース加入申し込み締め切り
20日（金） 貯金  送金
24日（火） 貸付  送金

25日（水） 貯金  払戻・解約請求締め切り
積立共済年金  脱退申出等締め切り

30日（月）

掛金等  10月分掛金等口座振替（自振校のみ）
貸付  11月分定期償還口座振替（自振校のみ）
掛金等  10月分納期限
貸付  12月22日送金申し込み締め切り
積立共済年金・共済定期保険  後期加入申し込み締め切り

月の共済業務スケジュール1212

月の共済業務スケジュール1111

年内の手続き書類の受け付け・処理

　年内の共済業務の書類等の受け付け及び処理は、次の
とおりです。
資格関係
• 加入者証、加入者被扶養者証の交付や、資格関係の確
認通知書は、12月10日（木）受付分までを、12月23日
（水）に発送する予定です。
• 資格取得や資格喪失による掛金等は、12月17日（木）
受付分までを、12月分掛金等の調定（１月送付分）に
反映する予定です。 【業務部　資格課】
短期給付関係
• 短期給付関係の請求は、12月２日（水）受付分までを
年内に送金する予定です。 【業務部　短期給付課】
貸付関係
• 年内最終送金（12月22日（火））の貸付け申し込みは、
11月30日（月）が締め切りです。 【福祉部　貸付課】

　上記の受け付け時期と処理の予定は、書類等に不備
がなく処理された場合を前提としています。また、年末
の業務は12月28日（月）までとなっていますので、手続
きに際しては余裕をもって書類等を提出してください。

積立共済年金・共済定期保険の
後期加入申込期間

　積立共済年金・共済定期保険の後期加入申込期間は、
いずれも11月２日（月）から11月30日（月）までとなりま
す。新規加入・加入内容の変更等をする場合は、加入申
込期間内に申し込んでください。 【福祉部　保健課】

賞与掛金等早見表は私学共済ホームページに
掲載しています

　賞与掛金早見表は、私学共済ホームページ〔加入者資
格のしくみ▶掛金等とは▶加入者種別と掛金等率・掛金
等早見表〕をご覧ください。　 【業務部　掛金課】

貸付けの申し込み締め切り日に
ご注意ください

　12月２日送金分は11月13日（金）が締め切り日となり
ます。締め切り日（毎月15日・月末）が土・日曜日又は
休日のときは繰り上がりますのでご注意ください。
 【福祉部　貸付課】

被扶養者再審査・加入者証等検認
提出期限は11月13日（金）（必着）

　被扶養者の再審査（西日本ブロックのみ）の回答書と、
加入者証等の検認（東日本・西日本両ブロック）の結果
報告書の提出期限は11月13日（金）必着です。
　被扶養者再審査回答書が未提出の場合、生計維持関係
がすでに失われているとみなして、職務権限にて被扶養
者を取り消しますのでご注意ください。
 【業務部　資格課】

「私学共済ブック2015〔給付編〕」は、
平成28年３月１日発行予定です

　本誌10月号でお知らせしましたとおり「私学共済ブッ
ク2015〔給付編〕」は、28年３月１日発行予定です。
　10月１日以降の新規資格取得者や再資格取得者には、
被用者年金制度一元化前の内容を掲載している「私学共
済ブック2013〔給付編〕」は送付しておりません。学校
法人等宛てに「共済ブック送付対象者一覧」と「私学共
済ブック2015〔保健・宿泊編〕」のみを送付しますので、
配付をお願いします。３月までは、私学共済ホームペー
ジ等をご活用ください。
 【広報相談センター　広報班】
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私学振興事業本部
〒102 - 8145　東京都千代田区富士見1-10-12

☎03（3230）1321（代表）
助成業務

学術研究振興基金寄付者芳名

　このたび、学術研究振興基金に対し、
　【個人】　岩元　安雄　様
からご寄付をいただきました。
　当基金へのご協力に心から御礼を申し上げます。
　当基金は、私立大学等の学術研究に助成を行うことを
目的として設立されたもので、私学事業団が広く一般か
ら受け入れた寄付金を基金として運用し、その運用益を
「学術研究振興資金」として、優れた学術研究に対し交
付しています。
　昭和50年に当基金が創設されて以来、皆様から格別の
ご理解とご支援を賜り、おかげさまで、平成27年10月末
現在の基金保有額は54億965万円、資金交付累計額は75
億708万円となりました。
　本事業団では、当基金をさらに充実させ、私立学校の
発展に貢献して参りたいと考えております。今後とも、
ご理解とご協力をお願い申し上げます。
 【助成部　寄付金課】
 ☎03（3230）7316・7319
 Ｅメール　kifukin@shigaku.go.jp

「平成26年度学術研究振興資金
学術研究報告」を作成しました

　平成26年度に交付した ｢学術研究振興資金｣ 及び ｢若
手研究者奨励金｣ の研究課題について、その研究成果を
取りまとめ、｢平成26年度学術研究振興資金　学術研究
報告｣（CD-ROM）を作成しました。
　「学術研究報告」に収録した
データは、私学事業団ホーム
ページにも掲載しますが、CD-
ROMでの送付をご希望される
場合は、助成部寄付金課までお
問い合わせください。

【助成部　寄付金課】
☎03（3230）7316・7319
Ｅメール　kifukin@shigaku.go.jp

　本誌の表紙写真を私立学校から広く募集します。下記のテーマに沿った写真をふるってご応募ください。
採用させていただく場合には改めてご連絡します。

◇募集テーマ
　四季折々の季節感のある私立学校の学園風景

春季
入学（園）式、遠足、生徒総会、校外学習、
卒業（園）式

夏季
短期留学、臨海学校、夏祭り、オープン
キャンパス

秋季
運動会、体育祭、文化祭、コンクール、
公開授業、学校説明会

冬季
クリスマス、進路講演会、百人一首大会、
もちつき大会

◇応募写真
　デジタル、プリント、ポジフィルムいずれかの写真
◇応募方法
　写真は、学校法人等名、担当者名及び連絡先を明記の
うえ、郵送もしくはメールでご送付ください。
　また、ファイル転送サービスでもお受けしています。

◇応募・問い合わせ先
　〒102-8145
　千代田区富士見1-10-12
　　日本私立学校振興・共済事業団　企画室

☎03（3230）7809～7811
Eメール　kikaku@shigaku.go.jp

※写真は原則として返却いたしません。
※ 応募作品は著作権などの権利が応募時点で応募者に
帰属するものに限ります。
※ 採用作品は、私学事業団が「月報私学」の表紙写真
として使用し、冊子として刊行、本事業団ホームペー
ジに掲載するほか、「月報私学」表紙写真の募集広告
に使用することがあります。
※撮影対象の肖像権侵害などの責任は負いかねます。
　 応募に際しては、必ず撮影対象者の承諾及び上記事
項への使用許可を得てください。
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融資事業の ご 案 内

宿泊施設の ご 案 内 私学共済ホームページから宿泊予約ができます。
h t t p : / / w w w . s h i g a k u k y o s a i . j p /

対象となる主な施設や事業と融資金利は次のとおりです。

問い合わせ先
（私学振興事業本部）

　私学事業団融資は、長期借入・
固定金利・元金据置（最大２年間）・
元金均等償還です。

校舎、園舎等の施設の建築
（改修も含みます）

校地、園地の購入

機器備品の購入

融資部　融資課　☎03（3230）7862～7867
Ｅメール　yushi＠shigaku.go.jp

■融資金利表（平成27年11月１日現在）

融資費目
返済期間

20年以内
（うち据置２年）

10年以内
（据置年数含む）

６年以内
（据置年数含む）

【一般施設費】
　　�校（園）舎、体育館、講堂、遊戯室

等の建築事業等並びに校（園）地の
買収事業等

年％ 年％ 年％

1.0 0.5 0.5

【特別施設費】
　　�寄宿舎、国際交流会館、セミナー

ハウス等の建築事業並びに当該施
設建築のための土地買収事業等

1.1 0.6 ―

【教育環境整備費】
　　�校教具（幼稚園、特別支援学校、

専修学校が対象）、通園バス、大
型設備・情報技術整備等の購入

― 0.5
5年6か月以内
（うち据置6か月）

0.4
※融資金利は毎月の金利情勢により変更することがあります。
※上記費目以外にも災害復旧事業、公害対策事業等が対象となります。

相洋閣と富士山

相洋閣から望む富士山がひと際映える季節に、秋冬の味覚をご堪能ください

葉　山　相
そう

　洋
よう

　閣
かく

〒240-0116　神奈川県三浦郡葉山町下山口2040-1　☎046（875）7300
（JR「逗子」駅からバスで「長者ヶ崎」下車、徒歩３分）

松茸会席プラン料理（イメージ）

１泊２食（１名様）
11,500円

昨年大好評いただいた
プランです。
取扱期間：平成27年

12月18日まで

松茸会席プラン
１泊２食（１名様）

8,500円
取扱期間：平成28年
１月11日～２月29日まで
（土休前日を除きます）

冬・得プラン

大浴場（自家源泉）

寒くなるこれからの季節、湯量豊富な温泉でのんびりと過ごしませんか？

味彩プラン
１泊２食（２名１室／１名様）11,800円

季節の和食会席をお楽しみいただくプランです。
取扱期間：通年（年末年始を除きます）
※１名１室の場合は1,000円の割増となります。

箱　根　対
たい

　岳
がく

　荘
そう 〒250-0405　神奈川県足柄下郡箱根町大平台312　☎0460（82）2094

（箱根登山電車「箱根湯本」駅又はJR「小田原」駅から伊豆箱根バス・箱根登山バ
スで「大平台」下車、徒歩２分。又は箱根登山電車「大平台」駅下車、徒歩５分）

味彩プラン料理（イメージ）




